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　　　セルシソのように回韓を傳えることができる．テレプソ冒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　をサー溝機講の検出に用いるにはドこれを二相セルシy、
　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　ド　　　制鯉麟とreaわせる冴吋ソはその鱒腰する
　　　トルクが極めて微弱ですむことが特微である．

　　　　つぎに制御トルクの加え方についてしらべよう．よく

　　　用いられる方法に直流電動機の》イラ下ロソ制御があ
　　　　　ii　”6．この場餌イラト・ソの務子鮪電璽鵬擁慰x
　　　り位相が90°㌍15q°逞れた交流電歴を用いるのが普通で

　　　ある．サイラトロ

　　　ン制御回路の一例g

　　　を第13圖に示す・

　　　格子偏筒電屡を邊

　　　らせるめはCとR

　　　の回路である．－直

　　　流入力信號によつ

　　　て’方のサイラト・槻’

・　・揮流が練・－　es・13圖サイラト・ンre
　　　みしナぬブ－）h　m“A　ヴ　　　　　　　　　　v　vrをふたお　みゆハ　リカイ　－

　　　鋤刀》ソてイし々　｝e・　よΦ臨峨戦馴償“ノ興鯉㌦
　　　’から可逆轄直流直雀電藪機（spl・it　series　motcr）の一お

　　、の界磁が他方のそれより強くなつて，これに懸じた向きL

　　　に電動機のトルクが生ずる．　　　　　　’

　　　　また小型のサーボ機欝では虞室管㊧出力で小型二相誘

　　　導電動機を騙動する場合が非常に多い・12♪

　　　　大きな出力を必要とする場合にはワードレオナr－・ド方

　　　“式あるいはアソプリダイン方式が用いられる。　　　ノ

　　　　つぎに電動機のリレー制御がよく用いられる．接貼に

　　　．よつて偏差の向きを槍出し，リレーによつて可逆轄直流

　　　電動機を制御すれば・オンオブ制御ではあるが・簡輩に

　　　サーボ機欝を構i成するdとができる．yレP制御でも比

　　　例制御を行う方法13）がある．

　　　　サーボ機構には電磁クラッチも用いられる．これはた

　　　えず回韓している電戴機から摩榛または渦流による電磁
　　　　　　　　　　　’
　　　力によつてトルクを傳えるのである．　　、　’㌔

　　　　最近電磁流騰クラッチ14）15）（magnetic　fiuid　clutch）

　　　が考案され，サーボ機溝に鷹用されている．電磁流畿タ

　　　ラッチは，ag．’　14岡に示すように，騰軸にフラソジを

　　　とりつけ，これにコイルど窒糠とを設ける．コイルには

　　　スリップリングよ、り電流を供給する．室隙には軟鐵粉を

　　　・まぜた油（重量比で油1，軟鐵粉3～6）を満是す．こめ

　　　油を満たした室隙の中で出力軸にとりつけた圓板が回輔

　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　．書4　　　　　　、
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@・　　　　　出力軸・円板　　　　　　亀

　　　　　　第14断電磁灘クラ・テ　’．’，
ずるまうになつている．“ ｴ動軸を電動機によつて常に一F

定に回韓しておいて，ゴイルに電流を通ずると，その磁
　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　へ

力で油の中の軟鐵粉渉凝固し，その摩擦によつて勘力軸：

にトルクを傳える、ここでトル多は電流に比例ずる．電’

磁流髄クラッ争をサ←ボ機講に慮用するには，fe　th：vl・に・

反勤ご回韓する2欄φ電磁灘…クラ・チを屠いる・

　このように制御トルクき加えるのにもいろいろの方法

があるから，前述の検出，攣換め方法，追加信號の加え．

’夢≧組合おせると，サ｛ボ機講には多種多様の欝威が考

えられるわけである．ここでその一二め鷹用例について
　　　　　　ゆ　　　　ノ
簡輩にのべるごとにしよう．　　　塵

　4，サ鵬ボ機構の感尾例　　　　『　　　　　tv

　（1）’計算機構《のasm－G　E．の微分解析機の積分，

機溝に用いられたサー遥機講16）についてのべる．積分機・

のローラの回韓力は圓板との摩擦による微弱な竜のであ

’るから，これから積分値をとりだして他に傳えるに1鰻，

，ボ機欝が必要である．G・E・の方法は，・卸5咽に示

　　　　　　　　　　　脇編元板　酔：一　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　増巾器
　　サー漁鋤機　’

　　　．第15a圖　G．E，の微分解析機の積分機構

　　　1　　　　（a）Eその回路（b）　＼

すようもに，ロ”ラの回韓軸に偏光板をとりつけ軸乏づ緒、
　　　　　　　　　　t　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　ゑ
’に回韓するようにずる．光源からの二つの光のピーみが

この偏光板を通つ℃偏光される．その偏光面ぼ物一ラの

個靴一緯葡る・勘鯛こ｝X＝？mpma光櫛羅ρ
偏光面が互群直角をなすようにとりつけてあ1るドニ？の

光ρビームはこの＝つの第＃の偏光板郊り々に通つて二

つの光電管に入る．’第一の偏光板の偏光面が二つの第
　　　　　　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　f

．1　’ 噛　」「

＼・．

の
ダ

『ノ

．露



攣解饗騨＿　メ　∴’イ与　　∵～1　『』”
　　　　　　　　’　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ

　　　　　　篤3雀・第9號　’

　　　　　二の偏光板の偏光面を二等分する位置すなわち相互に

・　　　　4穿をなす位置においては爾方の光軍管に入る光量は等

　　　　　しい．Pt・eラが回韓してこの苧衡位置からはずれるとs・

　　　　　二つの光電管に入る光が不ZFtwとなり，、サーボ機講が作

　　　　　動して，畠力軸をZF衡位置に竜どナとのようにしてPt

禽

←

t
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づの回輻調して出力轍灘させる・つぎ畷鯛
路を第15b圖に示一凱二つの光電管は抵抗R1・R2とと
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　　　　　　　　　　第15b圖
もにブリッジを講成している．そφ不準衡出力電堅を虞

室管1の格子に加える填室管1は灘…誉蹄よぴ抵抗・

良s，R4とと、もに第二のブリッジ回路を講成している．そ

ρ出力を前述のサイラト冒γ制御回路に入れるeサ｛ボ

電動機の軸に回韓計獲電機がとりつけられ，その出力電

膣が出ソデソサ”と抵抗≧に加えられる．この抵抗の端

子電璽は護電機出力電墜の攣化割合したが含て畠力軸φ

角加速度に近似的に比例するから，これが眞室管2の格‘

子に加えられている．

　t”（2）ま作機櫨への感用　サみボ機講の工作機械への

　　　　　t・kem’ ﾆしては以前からケラ”の型彫盤がよく1知られてい‘

る・最近はG・E・に拳いて光電的な曲線自動邉從を利用

Lki工作機械17～やガス購機18）が考案されている・こ

こでは般のプロkラ翼の自動倣削フライス盤19）に懸用

されt4サr宗機講20！にっいてのぺよう．・これは模型に

なら2てフライス：工具6位置を自動的に制御するめであ

る・第16圏に示すように模型（石臨木材）が回韓して，

第16圏　ξi動倣削ンライス盤への鷹期
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その上にふれているト　U・・サが動かされると，＝窟レバ

”によつて7ルバr…スタヅトの擁みが攣i化して，vそれに　　・’　1

相當してシル2〈・・スタットの抵抗した示つて電匿が攣化

する・これに追加信號を加えkSのを増幅して，ワ｛ド
レナナ・一・ド方式によつてサ’一　le　asen機を駆動し，工具の’

位置を動かすと同時にトV”サ；サドルを動かし4トtz・一

サとシルバPスタットをもとの雫衡位置（シル〉ミ　一一　×タ
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’s

ット抵抗の孚分短絡）・にもどす．矯幅器の入力は偏差と

その攣化割合とにそれぞ乖比例した電盤の和～1，出力軸

の角速度匠比例した電屡向，戯力軸の角加速度に比例し

た電膣e3と’biらなつている。偏差の攣化割合に比例し

％電堅はコンデソサーCたよつて與えちれk．この信號

を加えたのは安建をよくするためである．抵抗Rb，　R4，

Rsおよびサー求電動機の電機子抵抗からなるブリッ’ジ

回路は卒衡しているから抵抗R6の端子電歴は電蛾機め

逆起電力したがつて出力軸の角速度に堵例するここの一

部から電屡？2をとりだ一弥・これを加えたのは速度渥れ　　・

　をへらナためである．電堅e3をとりだす攣墜器の一i爽

回路の時定籔は小さくしてあるから，一家電流は鳥の1

端子電堅と位相がぽぼ同じである．したがつて一次電流

の攣化割合に比例する二訣電Pt　e9が出力軸の角加速度

　に比例することになる．
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